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霊童

平
成
元
年
度
の
当
初
予
算

ー
一
般
会
計

「
特
別
会
計

J、え

平
成
元
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
、
一
般
会
計
に
お
い
て
は

昨
年
度
に
引
き
続
き
厳
し
い
地
方

財
政
状
況
の
中
で
、
村
づ
く
り
・

人
づ
く
り
に
最
大
の
効
果
を
、
ま

た
、
健
全
財
政
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
村
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
昨
年
の
当
初
予

算
に
対
し
一
四
・
七
%
増
の
積
極

的
な
予
算
を
編
成
致
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
は
、
ご
承
知
の
と
お

り
過
疎
化
に
伴
い
小
学
校
の
統
合

を
行
い
、
同
時
に
統
合
校
舎
の
建

設
と
い
う
大
事
業
を
計
上
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
後
年
度
の
財
政

運
営
に
支
障
の
な
い
よ
う
十
分
配

慮
し
、
本
村
の
基
本
構
想
で
あ
る

「
心
豊
か
で
逗
し
い
農
林
業
の
村
」

実
現
の
た
め
、
財
源
の
配
分
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
主
な
事

業
は
、

わカh平成元年6月20日(1) 

十
九
億
一
千
四
百
万
円

三
億
七
千
七
百
万
円

一
、
河
辺
小
学
校
統
合
校
舎
建

設
費

四
億
七
百
万
円

二
、
村
道
改
良
舗
装
事
業

村
道
植
松
中
津
線
外

四
億
六
千
三
百
万
円

三
、
農
林
道
改
良
舗
装
事
業

農
道
赤
ケ
滝
線
外

一
億
二
千
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
、
老
人
保
健

会
計
、
診
療
所
会
計
と
も
に
高
齢

化
を
迎
え
た
時
代
、
医
療
費
・
薬

価
の
伸
び
な
ど
を
見
込
ん
で
厳
し

い
編
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
の
時
代
を
迎
え
た
今
日
、

河
辺
村
の
農
林
業
の
振
興
、
生
活

環
境
の
整
備
、
観
光
の
推
進
な
ど

村
民
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

じ

て

保

存

し

ま

よ

，e
 

、つノ

し

置翠E彊~

S63.5.1~l ， 798(ム 33)

S62.5.1~l ， 862(6 97) 

S 61.5.1~1 ， 899(6134) 

S 60.5 .1~1 ， 953(ム188)

S 59.5.1 ~ 1，969 (6204) 

人のうごき
(平成元年5月1日現在)

世帯数 578戸
男子 889人
女子 876人

計 1，7 6 5人

発行

河辺村公民館

ft (0893) 39-2111 

内線 26・27

佐川印刷政

吉田町北小路

ft(0895) 52-0600 

一般会計の構成表

衛生費 39，027
議会費 34，957
消防費 29，743
商工費 3，268
災害復旧費 3 
予備費 2，781
計 109，779

計

不と
平成元年度 S 63年度

比較
当初予算 当初予算

千円 千円 % 
国民健康保険

138，383 165，569 
事業会計

国民健康保険
92，570 90，399 2.4 

施設会計

老人保健会計 134，670 135，655 6 0.7 

簡易水道
12，006 11，756 2.1 

事業会計

計 377，629 403，379 ム 6.4

会~Ij 特

'

N

H

K

テ
レ
ビ
ド

ー
し
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
l

「あ

4
A
V

る
集
落
の
消
え
た
日
」

J
.
を
途
中
か
ら
見
た
。

ψ
市

九

州

の

あ

る

市

に

属

b

し
た
、
農
地
も
僅
か
な

A

林
業
主
体
の
そ
の
集
落

は
、
戸
数
も
減
り
続
け
六
世
帯
十

三
人
の
老
人
ば
か
り
が
助
け
合
い

な
が
ら
残
っ
て
い
た
が
、
市
行
政

の
進
め
る
「
過
疎
地
域
集
団
移
転
」

に
反
対
し
な
が
ら
も
、
つ
い
に
抗
じ

き
れ
ず
山
を
お
り
る
日
が
来
た
。
テ

レ
ビ
は
そ
の
日
の
老
人
た
ち
の
苦
悩

の
表
情
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
い
た
。

先
祖
の
位
牌
を
紙
に
包
み
な
が

ら
涙
す
る
老
婆
。
戦
死
し
た
息
子

の
墓
前
に
別
れ
を
A
Rけ
る
老
夫
婦
。

台
所
や
床
を
使
用
不
能
に
ま
で
破

壊
せ
ね
ば
市
の
検
査
が
あ
る
か
ら

と
、
老
人
た
ち
の
手
で
打
ち
砕
く

ハ
ン
マ
ー
の
無
情
な
響
き
。
出
発

前
の
ひ
と
と
き
、
庭
を
め
ぐ
っ
て
別

れ
を
惜
し
む
老
人
た
ち
の
姿
・
:
。

六
世
帯
の
老
人
た
ち
は
、
住
み

馴
れ
た
我
が
家
と
別
れ
集
落
の
灯

は
消
え
た
。
「
遠
く
離
れ
た
子
供
た

ち
と
住
む
の
は
い
や
」
と
言
う
老

人
た
ち
は
、
山
を
延
々
と
く
だ
っ

て
、
市
が
新
し
く
構
え
た
住
宅
で

倖
せ
に
余
生
を
送
る
の
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
夫
婦
は
祈
る
気
持
ち
で
、

テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た
。
(
一
戸
)



平
成
元
年
度

公
民
館
活
動
計
画
き
ま
る
M
M
-

(2) 平成元年6月20日

今
年
度
の
活
動
計
画
が
次
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

公
民
館
活
動
は
か
あ
な
た
が
主

役
で
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
村
づ
く
り
を

共
に
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

安
活
動
方
針

村
社
会
教
育
基
本
方
針
に
も
と

づ
き
、
公
民
館
を
拠
点
に
し
な
が

ら
分
館
、
自
治
公
民
館
の
施
設
を

活
用
し
、
地
域
住
民
の
自
発
的
な

学
習
や
活
動
を
促
し
て
、
地
域
の

生
活
課
題
解
決
を
め
ざ
し
、
郷
土

愛
を
育
て
る
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
つ
と
め
る
。

-R重点
的
な
取
り
く
み

i
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

人
づ
く
り
を
め
ざ
す

1

一
、
ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
る

活
動
を
推
進

※
花
い
っ
ぱ
い
運
動

※
産
業
文
化
祭

※
ふ
る
さ
と
祭
り

二
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
健
康
で
心

の
か
よ
う
人
づ
く
り

※
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動

一
二
、
分
館
活
動
、
社
会
教
育
関
係

団
体
の
活
性
化
に
努
め
る
。

※
地
域
づ
く
り
座
談
会

※
世
代
聞
の
交
流
会

Jミわカ瓦第 84号

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

※
五
つ
の
呼
び
か
け
i

一
、
あ
い
さ
つ
を
か
わ
そ
う

(
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
に
で
も
)

二
、
時
聞
を
守
ろ
う

(
決
め
ら
れ
た
時
間
の
厳
守
)

三
、
も
の
を
大
切
に
し
よ
う

南
(
生
活
の
む
だ
・
む
り
・
み

…

え

を

な

く

し

て

)

一
回
、
地
域
を
美
し
く
し
よ
う
一

一
(
美
し
い
花
の
咲
く
ふ
る
さ
一

と
づ
く
り
を
)

五
、
ス
ポ
ー
ツ
に
す
す
ん
で
参

加
し
よ
う

(
健
康
づ
く
り
は
み
ず
か
ら

の
手
で
)

。
青
少
年
対
象

青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
る

た
め
、
社
会
教
育
活
動
へ
の
参
加

を
促
し
、
子
ど
も
会
や
青
年
団
体

の
指
導
者
養
成
に
つ
と
め
る
。

関
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

同
子
ど
も
会
活
動

同
青
年
学
習
会

同
世
代
聞
の
交
流

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

。
婦
人
対
象

婦
人
の
主
体
性
を
高
め
る
学
習

活
動
を
通
じ
て
、
婦
人
の
リ
ー
ダ
ー

養
成
を
は
か
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
推
進
す
る
。

同
幼
児
家
庭
教
育
講
座

制
婦
人
学
級

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

同
世
代
間
交
流

同
子
育
て
相
談
教
室

岡
花
い
っ
ぱ
い
運
動

@
成
人
・
高
齢
者
対
象

分
館
お
よ
び
自
治
公
民
館
単
位

に
よ
る
活
動
を
通
じ
、
積
極
的
に

学
習
へ
の
参
加
を
促
し
生
き
が
い

を
高
め
る
活
動
を
推
進
す
る
。

例
地
区
交
流
講
座

制
高
齢
者
教
室

同
ク
ロ
ツ
ケ
l
・ゲ
l
ト
ボ
1
ル
大
会

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

同
世
代
聞
の
交
流

。
文
化
活
動

郷
土
の
歴
史
や
文
化
の
う
つ
り

か
わ
り
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に

自
主
的
な
文
化
活
動
を
育
成
助
長

し
、
う
る
お
い
の
あ
る
新
し
い
文

化
の
創
造
に
つ
と
め
る
。

開
館
報
の
発
行

制
県
立
図
書
館
移
動
文
庫
(
い
よ

じ
号
)
の
活
用

倒
産
業
文
化
祭

同
文
化
協
会
の
育
成

同
民
俗
資
料
の
収
集

同
扇
子
お
ど
り
保
存
会
の
育
成

同
か
わ
べ
音
頭
の
普
及

例
文
化
財
め
ぐ
り

例
ふ
る
さ
と
祭
り

同
人
材
銀
行
の
活
用

同
視
聴
覚
機
器
の
活
用

例
文
化
講
演
会
の
活
用

。

同

和

教

育

国
民
的
課
題
で
あ
る
同
和
問
題

を
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、

差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、
学

校
・
家
庭
・
社
会
の
連
携
を
密
に

し
た
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
す
べ

て
の
村
民
が
進
ん
で
取
り
く
む
同

和
教
育
を
推
進
す
る
。

例
学
級
・
講
座
で
の
学
習
会

川
校
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

同
地
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

同
広
報
・
資
料
な
ど
の
配
布

同
調
査
活
動

@
社
会
体
育

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
日
常
化
を
進
め
て
、
地
域
の

連
帯
意
識
も
つ
く
り
と
健
康
づ
く
り

に
つ
と
め
る
。

同
ク
ロ
ツ
ケ

l
大
会

同
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

同
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
大
会

同
県
民
体
育
祭
郡
大
会

岡
県
民
文
化
祭
管
内
大
会

側
第
お
回
村
民
運
動
会

同
卓
球
大
会

例
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

例
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

同
ゲ

1
ト
ボ

l
ル
講
習

倒
パ
ン
パ

i
講
習

似
指
導
者
養
成
講
習
会

六
月
六
月
七
月
九
月
十
月
十
月

十
一
月

十
一
月

十
二
月
随
時
随
時
随
時

間
溝
謝
m聖
雄
部

ク
リ
ー
ン
運
動

月
間

村
内
一
斉
清
掃
デ
i

パ
i
ベ
キ
ュ

l
大
会

県
道
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

み
が
き

8
月
日
日
渓
流
つ
り
大
会

8
月
M
日
成
人
式
典

8
月
M
日
ふ
る
さ
と
祭
り

9
月

1
1叩
月
四
日
い
も
た
き

9
月
2
日
名
月
ふ
る
さ
と
カ
ラ

オ
ケ
大
会

7
月
1
1況
日

7
月
2
日

7
月
日
日

7
月
日
日

-
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
の

ご

案

内

i

大
と

8
月
H
日

3
時

1

女
と
こ
ろ
ふ
る
さ
と
の
宿

会
も
よ
お
し

・
カ
ラ
オ
ケ
大
会

・

夜

庖

-
歌
謡
シ
ョ
ー

歌
手

き

笹

み

ど

り

北

川

裕

二

万

真

帆

香

ゆ

り

・
納
涼
盆
お
ど
り
大
会

皆
さ
ん
お
楽
し
み
に
ノ

⑪
な
お
、
当
日
は
車
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

乗
り
合
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ

、uw

JJ 



第 84号J丈

今
年
度
の
各
種
役
職

委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

女
教
育
委
員
会
(
五
名
)

委
員
長
矢

野

清

盛

委
員
長
代
理

心

縄

田

進

引
す
公
民
館
運
営
審
議
会

ぺ
十
二
名
)

会

長

大

野

喜

久

雄

(

新

)

副

会

長

栄

野

安

広

(

新

)

食
文
化
財
保
護
審
議
会
(
四
名
)

会

長

大

森

高

知

大
館
報
編
集
委
員
(
四
名
)

戸
田
薫
明
。
福
桝
明
昭

佐
川
文
彦
@
梅
木
良
照

女
体
育
指
導
委
員
(
四
名
)

富
永
忠
寿
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)

中
津
博
文
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)

請
田
竹
男
(
野
球
)
(
新
)

角
藤
喜
久
雄
(
ソ
フ
h
ボ
l
ル
)
(
新
)

寸
分
館
長
(
四
名
)

植
松
分
館
長
富
永
順
一

坂
本
分
館
長
宮
本
吉
生

大

伍

分

館

長

花

岡

努

北

平

分

館

長

梅

木

正

大
青
年
会
議

議

長

日

野

裕

昭

(

新

)

副
議
長
(
文
化
)
石
浦
睦
仁
(
新
)

副
議
長
(
産
業
)
山
本
五
月
也
(
再
)

副
議
長
(
産
業
)
小
西
寿
司
(
新
)

わヌう瓦平成元年6月20日(3) 

事
務
局
長

会
婦
人
会

会

長

北

川

照

子

(

再

)

副
会
長
神
山
恵
美
子
(
再
)

副
会
長
加
茂
良
子
(
再
)

植
松
分
会
長
大
野
安
恵
(
新
)

坂
本
分
会
長
大
森
サ
ト
子
(
新
)

大
伍
分
会
長
松
尾
正
江
(
新
)

北
平
分
会
長
上
川
千
代
香
(
新
)

古
老
人
ク
ラ
ブ

会

長

本

田

二

再

)

副

会

長

熊

野

政

六

(

新

)

植
松
ク
一
ス
フ
会
長
高
橋
武
夫
(
再
)

坂

本

万

熊

野

政

六

(

再

)

大

伍

刀

佐

伯

範

男

(

新

)

北

平

万

本

田

二

再

)

大
連
合
P
T
A

会

長

古

野

青

弘

(

再

)

副
会
長
長
岡
盛
光
(
新
)

副
会
長
梅
木
加
津
子
(
新
)

副
会
長
清
水
宗
博
(
新
)

大
区
長
会

会

長

松

本

久

雄

(

新

)

副
会
長
徳
見
昌
照
(
新
)

副
会
長
滝
本
福
之
(
新
)

支
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

大

野

喜

久

雄

副
会
長
神
山
恵
美
子

副

会

長

岡

林

寛

副
会
長
大
久
保
末
広

女
学
校
長
会

会

長

清

水

女
教
頭
会

会

長

上
野 樽

井
宗
博
(
新
)

和
文
(
再
)

{憂

知
唱
き
亀

Fn骨
a
r
a
r
a
r
争
a
r
a
r
a
r
寺
普
包
T
L
g
a
f
a
F弘
F
a
T
L
g
n
骨
子
a
T
争
L
S
F
1
r
a
r
d

…
学
技
法
今
F
@
F
F
@
F
-
…

M
f
是
正
電
卓
、

4
4
4
4
4毒
毒
竜
e
電
電

4
4
4吾、
4
4
4
4
4
4
4
4毒
竜
也
両

に
、
児
童
数
が
幼
稚
園
も
含
め
て

百
人
近
く
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
、
い
ろ
い
ろ
な
混
乱
や
園
児
・

児
童
の
約
八
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
、

ス
ク
ー
ル
パ
ス
通
学
に
な
り
、
朝

の
生
活
リ
ズ
ム
が
ま
る
っ
き
り
か

わ
る
な
ど
の
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
み
ん
な
す
っ
か

今
春
四
月
一
日
を
も
っ
て
ま
ず

河
辺
小
学
校
と
坂
本
小
学
校
が
実

質
統
合
し
ま
し
た
。
続
い
て
来
年

度
、
平
成
二
年
に
は
北
平
小
学
校

が
加
わ
る
予
定
で
す
。

統
合
後
の
河
辺
小
学
校
は
、
去

る
三
月
二
十
五
日
、
閉
校
し
た
(
明

治
七
年
、
川
崎
漸
成
小
学
校
を
前

身
と
し
て
設
立
。
児
童
数
は
、
昭

和
十
九
年
の
最
高
二
百
六
十
人
を

記
録
に
児
童
数
減
少
。
開
校
以
来

二
千
人
余
り
の
卒
業
生
を
送
り
出

す
)
坂
本
小
学
校
の
校
舎
を
そ
っ

く
り
使
用
し
て
い
ま
す
。

統
合
初
年
度
と
い
う
こ
と
の
上

際
河辺小学校 北半小学校

男子女子合計 男子女子合計

1年 7 2 9 l 2 3 

2年 6 3 9 1 3 4 

3年 9 4 13 3 3 複6

4年 7 6 13 1 l 式2 

5年 自 3 11 4 1 複5

6年 8 6 14 。 2 式2 
合計 45 24 69 10 12 22 

院
河辺幼稚園 北平幼稚園

男子女子合計 男子女子合計

年少 8 3 11 3 1 4 

年長 3 7 10 2 2 4 

合計 11 10 21 5 3 8 

園児・児童数

統合河辺小学校〈元坂本小学校〉

数

国
河辺中学校

男子 女子 合計

1年 13 7 20 

2年 11 11 22 

3年 18 9 27 

合計 42 27 69 

徒生

り
慣
れ
て
、
友
達
も
増
え
、
校
訓

の
こ
と
ば
の
よ
う
に
「
明
る
く
、

正
し
く
、
た
く
ま
し
く
」
楽
し
い
、

し
か
も
、
落
ち
着
い
た
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。

河
辺
小
学
校
と
坂
本
小
学
校
の

統
合
に
よ
り
、
村
内
の
学
校
数
も

従
来
の
小
学
校
三
、
中
学
校
一
か

ら
、
小
学
校
二
、
中
学
校
一
と
変

わ
り
ま
し
た
。
各
校
の
児
童
@
生

徒
数
や
教
職
員
数
は
、
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。

教職員数

校\名~男\女 男子 女子 合計

河小 5 7 12 

北小 4 3 7 

河幼 。 2 2 

北幼 。 I l 

河中 8 2 10 

合計 17 15 32 
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(平成元年6月1日現在)
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台
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梅
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内
/
十
中
学
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ら
〉
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猛
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長
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所

長

岡

加

茂

教育長一点酉
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長
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井
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増
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喜
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長
岡
新
田
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雅
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三
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長
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子
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事
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長
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三
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純
子

※
河
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小
学
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教
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白
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美

八
長
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小
学
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か
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田
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知

〈
五
十
崎
小
学
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か
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主
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新
j采L[l
〉脇

美
穂

※
河
辺
幼
稚
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小

川

真

由

美

〈
新
採
V

教

諭

高

田

〈
新
採
〉

伸
子

右
の
方
々
が
人
事
異
動
・
採
用

に
よ
り
河
辺
村
内
で
勤
務
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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一

、

は

じ

め

に

職

業

は

、

会

社

昌

一

、

自

営

業

の

河
辺
村
で
は
昭
和
六
十
三
年
度
人
が
多
く
現
在
の
生
活
ス
タ
イ
ル

よ
り
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
進
め
は
、
核
家
族
(
妻
(
夫
)
・
子
と
一

て
い
こ
う
と
、
農
村
地
域
ふ
れ
あ
い
緒
)
が
六
十
四
%
を
し
め
し
て
い

の
里
づ
く
り
推
進
事
業
に
取
り
組
た
。

ん
で
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
河
辺
村
を
出
た
理
由
に
つ
い
て

、
河
辺
村
ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く
り
推
の
調
査
で
は
、
村
内
に
勤
め
先
が

進
会
議
(
大
野
村
長
外
十
六
名
)
な
い
(
二
十
八
%
)
、
嫁
ぎ
先
が
村

と
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
で
は
、
外
(
二
十
八
%
)
、
高
齢
に
な
り
子

昭
和
六
十
三
年
十
月
か
ら
平
成
元
供
の
所
へ
い
っ
た
(
八
%
て
そ
の

年
一
年
の
聞
に
愛
友
会
(
松
山
市
他
(
三
十
六
%
)
で
あ
っ
た
。
又
、

に
住
む
河
辺
村
出
身
者
の
会
)
と
将
来
河
辺
に
帰
る
か
ど
う
か
に
つ

村
民
の
協
力
を
得
て
「
集
落
ア
ン
い
て
は
、
将
来
も
帰
ら
な
い
だ
ろ

ケ

l
ト
調
査
」
を
実
施
し
た
。
う
と
言
う
人
が
大
半
の
九
十
二
%
。

村
外
に
住
ん
で
い
る
人
や
村
民
な
か
に
は
働
く
所
が
な
い
か
ら
将

が
そ
れ
ぞ
れ
村
や
集
落
に
つ
い
て
来
も
帰
ら
な
い
等
の
意
見
も
あ
っ

ど
う
考
え
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
か
を
調
査
し
、
今
後

の
村
づ
く
り
、
集
落
づ
く
り
活
動

に
役
立
て
た
い
と
思
う
。
そ
の
調

査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
そ
の

概
要
を
報
告
す
る
。

二
、
村
外
の
人
を
対
象
と
し
た
調

査
結
果
に
つ
い
て

昨
年
の
愛
友
会
総
会
に
参
加
し

た
会
員
を
対
象
に
調
査
依
頼
し
、

二
十
五
人
、
約
五
十
%
の
回
答
を

得
た
。
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現在の河辺村図-1

「
今
住
ん
で
い
る
所
と
同
じ
」
「
住

み
に
く
い
」
が
約
%
ず
つ
等
分
さ

れ
て
い
る
。
経
済
的
に
は
、
か
な

ら
ず
し
も
恵
ま
れ
た
所
と
は
言
え

な
い
が
人
情
や
自
然
の
よ
さ
な
ど
、

田
舎
に
は
田
舎
の
よ
さ
が
あ
る
と

言
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
さ
せ
ら

れ
る
。河
辺
村
に
帰
省
す
る
理
由
に
は
、

彼
岸
ま
い
り
(
四
十
八
%
)
、
お
盆

(
四
十
八
%
)
等
先
祖
を
敬
う
た

た。
若
者
が
地
元
に
定
着
で
き
る
村

の
活
性
化
や
、
高
齢
化
、
婦
人
化

が
進
む
中
で
自
ら
が
考
え
る
集
落

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
の
方
向
づ

け
が
必
要
で
あ
る
。

図
ー
ー
を
見
る
と
「
住
み
よ
い
」

図-2
fふるさと」からの連想

70防) 010 20 30 40 50 60 

秋知 III..V，;一一

河辺川

きびし川

御幸橋

近くの神社

近くのお寺

小学校

中学校

生まれた家

幼友達の顔

両親・兄弟

ふるさとの宿

紅葉

幼少時代

しいたけ

くり

アメノウオ

母親の手料理

その他

不明

村外の人を対象とした調査結果

の
0

4

も

4

な
3

要
。
必
2

二
日

3
辺
)

一
河
(

図
今

70 
6地)

60 

のそ

め
に
一
年
一

1
二
回
帰
省
す
る
人

が
多
い
。
先
祖
を
大
切
に
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
「
先
祖
を
大
切
に
す
る
心
」

を
今
の
子
供
に
う
え
つ
け
る
こ
と

も
大
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。

図

1
2が
し
め
す
よ
う
に
、
ふ

る
さ
と
か
ら
の
連
想
ベ
ス
ト
3
は、

生
ま
れ
た
家
、
幼
友
達
、
小
学
校

な
ど
自
然
の
中
で
の
な
つ
か
し
さ

と
温
か
さ
を
感
じ
る
も
の
ば
か
り

で
あ
る
。
今
の
子
供
た
ち
も
温
か

い
素
朴
さ
の
あ
る
気
持
ち
を
持
っ

て
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

図

1
3の
住
み
よ
い
活
力
あ
る

村
に
す
る
に
は
、
①
観
光
な
ど
の

整
備
、
②
道
路
の
整
備
、
③
都
市

と
の
交
流
を
す
る
な
ど
を
回
答
し

て
い
る
。
都
会
の
人
が
気
軽
に
足

を
運
ん
で
来
れ
る
よ
う
な
村
づ
く

り
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
望
ん
で
い

る
人
が
多
い
よ
う
に
思
う
。

三
、
村
民
を
対
象
と
し
た
調
査
結

果
に
つ
い
て

分
館
長
さ
ん
等
地
区
の
役
員
さ

ん
に
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
全
戸

(
五
八
三
戸
)
を
対
象
に
調
査
を

依
頼
し
、
そ
の
う
ち
三
二
四
戸
約

五
十
六
%
の
回
答
を
得
た
。

回
答
者
は
、
四
十
代

1
六
十
代

の
人
が
約
五
十
%
で
男
性
が
約
半

数
占
め
て
い
た
。

図
ー
4
、
図

1
5は
集
落
で
の

高
齢
者
、
婦
人
の
役
割
を
尋
ね
た
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生きがい農園，

世代交流

(16.9%) 

第 84号

も
の
で
あ
る
。
両
者
し
一
も
部
落
行

事
へ
の
品
参
加
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
@

伝
説
な
ど
の
伝
承
、
特
t
k
品
開
発

研
究
と
い
っ
た
今
後
の
河
辺
村
の

村
、
つ
く
り
を
進
め
て
い
く
な
か
で

の
役
割
が
出
て
き
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。図

1
6は
、
村
民
が
楽
し
む
場

に
つ
い
て
尋
ね
た
も
の
で
あ
る
が
、

村
外
に
出
て
い
か
れ
た
人
が
多
く

帰
っ
て
〈
る
お
盆
に
開
催
さ
れ
る

ふ
る
さ
と
祭
り
(
十
八
%
)
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
。

集
落
で
お
?
」
な
っ
て
い
る
共
同
州

活
動
は
図
に
は
し
め
し
て
い
な
い

が
、
お
h
t
r

り
行
事
(
二
十
一
一

七
%
)
、
寺
社
の
清
掃
(
十
九
@

一
%
)
、
村
民
運
動
会
(
十
八
・

八
%
)
で
あ
っ
た
。
兼
業
化
が
急

わ7う込

集落での高齢者の役割 1 
不明 (8.6%)

その他 (15%)

平成元年6月20日(7) 

速
に
進
み
、
地
域
の
堕
慣
が
薄
れ

つ
つ
あ
る
が
、
今
後
も
こ
れ
か
ら

の
共
同
作
業
は
継
続
し
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る
。
又
、
図

1
7
は
今

後
新
た
に
集
落
で
の
共
同
活
動
と

し
て
進
め
て
い
き
た
い
も
の
を
尋

ね
た
も
の
で
あ
る
。

年
ご
と
に
派
手
に
な
り
つ
つ
あ

る
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
(
十
四
・

六
%
)
、
又
一
方
で
村
の
よ
さ
を
生

か
す
ふ
る
さ
と
名
所
づ
く
り
(
十

一
・
九
%
)
、
集
落
内
の
名
所
掘
り

起
こ
し
(
七
・
一
二
%
て
化
い
っ
ぱ

い
運
動
(
六
・
六
%
)
等
を
考
え

て
い
る
。
村
民
ぐ
る
み
で
新
し
い

共
同
活
動
の
よ
さ
を
村
の
市
性
化

へ
と
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
も
の

で
あ
る
。

農
業
に
対
す
る
「
や
り
が
い
」

に
つ
い
て
の
調
査
で
は
、
高
齢
化

村

民

を

対

集落での婦人の役割図-5

世代「問う交流

(14.0%) 

の
進
ん
で
い
く
中
で
農
業
に
対
し

て
も
苦
労
が
多
く
も
う
か
ら
な
い

(
三
十
了
六
%
)
、
将
来
性
が
な

い
(
十
七
・
六
%
)
等
む
つ
か
し

い
面
が
伺
わ
れ
る
が
一
方
で
は
、

自
分
の
意
士
山
@
能
力
で
経
営
が
で

き
る
(
八
e
O
%
て
好
き
な
時
間

に
仕
事
が
で
き
る
(
八
・
八
%
)
、

育
て
る
喜
び
が
あ
る
(
九
@
四
%
)

等
農
業
に
対
す
る
「
や
り
が
い
」

あ
る
一
面
も
伺
わ
れ
る
。
考
え
方

を
か
え
て
静
か
に
み
つ
め
農
家
の

よ
さ
を
考
え
る
こ
と
も
大
事
で
は

な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

住
み
よ
い
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、
図

1
8
で

ぶ
す
よ
う
に
、
ま
ず
主
要
道
路
の

整
備
(
一
二
十
一
@
一
%
)
、
生
活
道
@

農
道
の
整
備
(
十
九
@
一
%
)
、
上

水
道
の
整
備
@
観
光
の
整
備
(
十

象

と
マラソンλ;会

印刷 し
大会 (5.3%)犬

調

査

盆踊り (10ι%)

地区運動会

(116%) 

皆で楽しむ場

その他 (74%)

図-6

ふるさと祭

一
一
e
六
%
)
つ
づ
い
て
ふ
る
さ
と

公
園
づ
く
り
、
民
俗
資
料
館
建
設

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
「
ふ
る
さ

と
の
宿
l

を
中
心
に
整
備
さ
れ
て

い
る
中
で
、
基
本
と
な
る
道
路
等

の
整
備
を
強
く
望
ん
で
い
る
よ
う

に
田
?
っ
。

四
、
お
わ
り
に

二
つ
の
調
査
結
果
か
ら
考
え
る

と
河
辺
村
に
将
来
帰
ら
な
い
人
で

も
「
人
情
」
と
「
自
然
の
よ
さ
」

を
も
っ
ふ
る
さ
と
河
辺
村
を
大
切

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が

伺
わ
れ
た
。
又
、
高
齢
化
の
波
が

ひ
と
し
お
押
し
よ
せ
て
き
て
い
る

中
で
、
右
省
、
中
堅
者
、
高
齢
者
、

婦
人
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
役
割
分
担

を
し
あ
っ
て
よ
り
よ
い
河
辺
村
を

築
く
た
め
に
自
ら
が
動
い
て
い
か

結

果

地tj祭円 (9.6%)

今後進めたい共同活動
冠婚葬祭('1簡素化 (14.6%)

花いっぱい運動

(6.6%) 

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
一
村
お
こ

し
一
は
「
入
、
つ
く
り
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
り
出
発
な
活
動
を
し
て
い

く
人
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
う
。

集
落
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
が

活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
対
す
る
村

内
外
の
人
た
ち
へ
の
関
心
を
引
き

お
こ
す
呼
び
水
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
結
果
を
も

と
に
集
落
で
話
し
あ
う
機
会
を
持

ち
み
ん
な
で
自
分
た
あ
の
河
辺
村

を
み
つ
め
直
し
て
み
よ
ろ
で
は
な

り
ま
せ
ん
か
グ

な
お
調
査
結
果
に
つ
い
て
非
し

く
知
り
た
い
五
は
、
河
辺
村
役
場

地
域
振
興
課
ま
た
は
大
洲
農
業
改

良
普
及
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

(
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
)

集落内の名所の
掘り起こし (7.3%¥

きがい農園の共1，，]活動

寺神の清掃・文士財保護・伝軍・その他 (10.7%)(3.6%) 

図-8 河辺村に必要なもの
7て日!日 iC; ')0仁

その他 11自%) -】り

都市との交流会 (7.4%)

花いっぱい運動
(5.4%) 

ふるさと公園
づくり (90%)

景勝地の整備 (3b%1 
\λλノヘハノ~~~ヘノ〉ヘ、ハf、ハ九八ノ~~へ九

ふる占こ名所作り

(11.9%) 

図-7

民俗資料館の建設
(4.6%) 
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簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
は
国
営

の
生
命
保
険
、
個
人
年
金
と
し
て

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
保
険
料
、
掛
金
は
郵
政
省

が
管
理
運
用
を
行
い
、
加
入
者
の

利
益
と
な
る
よ
う
融
資
さ
れ
て
い

ま
す
。本
村
に
お
い
て
も
、
昭
和
六
十

コ
一
年
度
過
疎
対
策
事
業
に
一
億
三

百
二
十
万
円
が
還
元
融
資
さ
れ
、

豊
か
で
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
資

金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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老
齢
基
礎
年
金
は
、
六
十
五
歳

か
ら
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

要
件
を
満
た
し
た
人
が
、
六
十
歳

に
な
っ
た
と
き
は
、
六
十
五
歳
に

な
る
ま
え
で
あ
っ
て
も
、
本
人
が

希
望
す
れ
ば
繰
り
上
げ
て
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
は
、
請
求
を
し
た
翌
月
分

か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
聞
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と
き
は
、

次
の
こ
と
が
ら
を
充
分
に
承
知
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
年
金
額
は
、
繰
り
上
げ
て
請

求
し
た
年
齢
に
応
じ
て
、
図
の

よ
う
な
割
合
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

こ
の
額
は
、
六
十
五
歳
に
な
っ

て
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
一
生
減
額
さ
れ
た
年
金
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
請
求
し
た
あ
と
に
は
、
取
り

消
し
ゃ
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

三
、
障
害
基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

え」い。-・・老齢基礎年金減額割合・

60歳以上61歳未満に請求・・・・・・・・・42%減額

61歳以上62歳未満に請求・........35%減額

64歳以上65歳未満に請求・・・・・・・・・11%減額

62歳以上63歳未満に請求・・・・・・・・・28%減額

63歳以上64歳未満に請求・........20%減額
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ω
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農
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地
課
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行
す
る
た
め
一

o
普
及
指
導
課
(
旧
農
業
指
導
課
)

次
の
よ
う
に
、

O
生
産
流
通
課
(
旧
園
芸
農
蚕
課
)

四
月
一
日
付
7

O
森
林
林
業
課
(
旧
林
政
課
)

で
組
織
を
改
正
一

，

dz。
一

O
土

木

部

一

;

一

O
水
資
源
開
発
局
の
設
置

主

な

も

の

O
第
二
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

l

一

;

、

下

表

の

と

一

-シ
ョ
ン
祭
事
務
局
の
設
置

お
り
で
す
。

消
息
一
日
元、

l

・u

元、

5-m

ム
H

お
誕
生
お
め
で
と
う

用
の
山

日
其
川

熊
の
坂

田
其
川

用
の
山

三
久
保

中
津
由
貴
子
父
博
文

本

山

主

父

純

主

梅
木
さ
お
り
父
基
成

土

居

美

理

父

敏

中

野

千

依

父

考

志

清
水
と
も
み
父
吉
則

会
末
な
が
く
お
幸
せ
に

石山西藤

貴

浩

昇

子
五
月
也

綾

佳

橡

谷

長
浜
町

用
の
山

横

通

井本内岡

女
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

長

崎

上
川
崎

露

内

赤
ケ
滝

用
の
山

上
大
成

兼
本
ユ
タ
カ

角
藤
フ
サ
ヨ

長
岡
フ
ク
ヨ

新
カ
ツ
ヱ

山

田

末

広

宮

岡

光

信

π歳日歳
卯
歳
花
歳
九
歳
却
歳

議
議
襲
撃

農
繁
期
も
終
わ
り
、
本
格
的
な

夏
も
そ
ろ
そ
ろ
訪
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
フ
ァ
イ
ト
で
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。


